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 ４月 16日で熊本地震の本震発生から１年になります。多

くの死傷者が出た当時、地元の大学生、大和晃（ひかる）さ

んだけ行方が分からない状態が続きました。崩落した阿蘇大

橋付近で起きた土砂崩れに巻き込まれたとみられましたが、

熊本県は５月１日に「２次災害の危険がある」として地上捜

索を打ち切ります。しかし、晃さんの両親は危険を承知で現

場の捜索を継続。その姿に心を打たれた地元の山男らが支援に回り、７月になって晃さんが乗った車を

奇跡的に発見。遺体収容にこぎ着けました。執念の捜索活動と大和さん一家の現在を描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 国を挙げての議論となったはずの「環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）」、

最近は話題にも上らなくなったようです。トランプ米大統領の「永久離脱宣言」

と同時に、どこかに吹き飛んでしまったかのように。そんな中、じわじわと高ま

っているのが米国抜きの 11カ国で発効する「ＴＰＰイレブン（11）」への期待で

す。果たして、そこにどんなメリットがあるのか。日本はどんな役割を果たすの

か。そして、実現の可能性は？ 

 

 

 

 新年度がスタートしても、小さな子どもの預け先がみつからず、職場復帰がかなわなか

った人も少なくないでしょう。認可保育所に入所できなかった母親たちはどうしたのでし

ょうか。ベビーシッターや保育ママを利用する人もいれば、幼稚園に入園させた人もいま

す。母親たちそれぞれがどのような選択をしたか取材しました。 

 

 

 

 

 ４月に自由化された都市ガスに対して、ＬＰガスは従来から競争制限はなく、消費者

は自由に事業者を選べます。しかし、実際には料金を公表せず判断材料がなかったり、

契約者ごとに料金が異なったりするなどの問題点があります。国は問題業者に指導を強

める方針ですが、消費者の注意するべきポイントをまとめました。 

 

 

 

 

 

 

熊本地震・本震から１年 不明学生の両親ら、執念の捜索  16日（日） 

保育園に落ちたら     くらしナビＡ面 20日（木） 

ＬＰガスの問題点    くらしナビＡ面 19日（水） 

このまま消えるのか、それとも―― 

「米国抜きＴＰＰイレブン」の可能性 

夕刊特集ワイド 17日（月） 



 

 

 

 

 心は女の子なのに、人からみたら男の子だったはるなさん＝写真。幼い頃から親

に怒られたり、学校でひどいいじめを受けたりして、苦しんだことも数多くあった

そうです。しかし、どんなに逃げても自分からは逃げられないことに気づきました。

つらいことにしっかり向かい合って答えを探すことで、次につながる切符を得られ

たと語ります。 

 

 

 

 政治や社会、文化まで、現代と幅広く切り結ぶ気鋭のライター、武田砂鉄さんが、

各界の話題の人物と対談する新連載。初回のゲストは、作家の桐野夏生さん＝写真。

最新作「夜の谷を行く」の題材にしたのは、1972年の連合赤軍事件です。事件当時か

ら今に至るまでの、女性に対する男たちの視線や、最近の家族観にまつわる問題など

を、お２人が縦横に語り合います。 

 

 

 

 

Ｍｙ Ｗａｙ はるな愛さん            17日（月） 

新連載「武田砂鉄の気になるこの人」   22日 朝刊文化面  


